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オカラと米糠の乾燥重量比は 7:3、滅菌前の含水率は 66.43±0.25 %、舞茸の接種量、発酵温度、発酵時間
はそれぞれ 6 %、23±2 ℃、60日間で発酵を行った。その結果、発酵後のオカラは発酵前より乾燥重量 30 g









性を有していた。それぞれの IC50は 9.86±1.03 mg/mL、2.48±0.02 mg/mL、1.27±0.05 mg/mL であった。また
水溶性物質は抗ガン生理活性を持ち、24時間の暴露時間で人肝ガン細胞の HepG2に対する増殖抑制作用が
観察され、その場合の IC50濃度は 183.3±8.17 μg/mLであった。 
抽出された糖タンパク質については、ABTS・+、・OH消去活性を有し、・OH を消去する IC50は 3.50±0.29 
mg/mLであった。48時間の暴露時間で、Hela細胞に対する増殖抑制作用の IC50は 16.68±0.47 μg/mLであり、 
HepG2に対する増殖抑制作用の IC50は 96.71±2.33 μg/mLであった。このように、優れた抗ガン生理活性を有
することが示唆された。 






性があることが明らかとなった。AE-DN の Helaの増殖抑制作用は AE-HAより 9.01~10.60倍、AE-FEより
2.09~2.42倍高かった。AE-DN の HepG2の増殖抑制作用は AE-HAより 1.49~2.08倍、AE-FEより 1.48~1.66
倍高かった。また、異なる乾燥方法で抽出した糖タンパク質も特異性を示し、Gp-HA及び Gp-FEの ABTS・+
消去活性はほぼ同等の値であり、Gp-DNの 20倍程度高く、それぞれの IC50は 6.27±0.10 mg/mLと 13.77±1.02 
mg/mLであった。熱風乾燥と無乾燥の発酵オカラからの多糖類は高い抗酸化生理活性を示した。PS-HAと














平成 27年 1月 20日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判断された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
